
平成23年２月定例会 

第 号 113

平 成２３年 度 一 般 会 計 予 算　 　 ３６７億 円
特別会計　２２２億１２８万３千円・企業会計　１３９億１，１４６万円

　

２
月
定
例
会
は
、
２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で
の　

２８

２２

２３

日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
提
出
さ
れ
た
議
案
審
議
の
ほ
か
、

各
会
派
の
代
表
者
お
よ
び
個
人
か
ら
の
質
疑
、
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案
は　

件
で
、

３６

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、
適
当
と
認
め
ま

し
た
。
ま
た
、
委
員
会
提
出
議
案
と
議
員
提
出
議
案
は
そ

れ
ぞ
れ
１
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

２
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

写真は、増改築された

市立高宮小学校の校舎

可決

２月定例会の結果  ‥‥‥‥‥‥‥‥2～4
予算特別委員会の審査状況  ‥‥‥‥‥‥5
常任委員会の審査状況  ‥‥‥‥‥‥‥‥6
代表質問  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7～9
個人質問  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10～12
ほかにもこんなことを質問しました  ‥12
議会改革特別委員会中間報告  ‥‥‥‥13
行政視察報告  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13
議場コンサート開催  ‥‥‥‥‥‥‥‥14



 ひこね市議会だより　　第113号 2

２月定例会

当初予算関係　＝　いずれも可決
概　　　要件　　　名

予算額：３６７億円
※対前年度比　１．７％増

平成２３年度（２０１１年度）彦根市一般会計予算

予算額：９２億５，５９５万円
※対前年度比　５．１％増

平成２３年度（２０１１年度）彦根市国民健康保険事業特別会計予算

予算額：５７億３，０６１万８千円
※対前年度比　０．６％減

平成２３年度（２０１１年度）彦根市下水道事業特別会計予算

予算額：５，６４４万２千円
※対前年度比　５．５％減

平成２３年度（２０１１年度）彦根市休日急病診療所事業特別会計予算

予算額：３億６４２万円
※対前年度比　２．１％減

平成２３年度（２０１１年度）彦根市農業集落排水事業特別会計予算

予算額：５９億７，０５９万５千円
※対前年度比　４．４％増

平成２３年度（２０１１年度）彦根市介護保険事業特別会計予算

予算額：８億８，１２５万８千円
※対前年度比　８．６％減

平成２３年度（２０１１年度）彦根市後期高齢者医療事業特別会計予算

予算額：１０４億９１７万１千円
※対前年度比　０．７％増

平成２３年度（２０１１年度）彦根市立病院事業会計予算

予算額：３５億２２８万９千円
※対前年度比　５．５％増

平成２３年度（２０１１年度）彦根市水道事業会計予算

補正予算関係　＝　いずれも可決
概　　　要件　　　名

補正予算額：１５億４，０１２万２千円
きめ細かな交付金活用事業、住民生活に光をそそぐ交付金活用事業、
病院事業会計負担金、財政調整基金積立金等の増額補正、子ども手当
支給事業等の減額補正および繰越明許費

平成２２年度（２０１０年度）彦根市一般会計補正予算（第７号）

補正予算額：２億１，８５２万６千円
一般被保険者療養給付費等の増加や、特定健康診査等事業費等の減少
に伴う補正

平成２２年度（２０１０年度）彦根市国民健康保険事業特別会計補正予算（第
２号）

補正予算額：１億１，１７８万９千円（減額）
流域下水道事業費市町負担金その他事業費等の確定による増減の補正
および繰越明許費

平成２２年度（２０１０年度）彦根市下水道事業特別会計補正予算（第４号）

補正予算額：２，８００万円
県補助金の増額による事業前倒しに伴う増額補正

平成２２年度（２０１０年度）彦根市農業集落排水事業特別会計補正予算（第
１号）

補正予算額：６，２５７万２千円（減額）
各サービス給付費等の増減に伴う補正

平成２２年度（２０１０年度）彦根市介護保険事業特別会計補正予算（第４
号）

補正予算額：１億３２５万９千円（減額）
後期高齢者医療広域連合納付金の確定に伴う減額補正

平成２２年度（２０１０年度）彦根市後期高齢者医療事業特別会計補正予算
（第２号）

補正予算額：３６１万３千円
不納欠損処分該当者の新たな判明による増額補正

平成２２年度（２０１０年度）彦根市立病院事業会計補正予算（第１号）

補正予算額：５，２００万円（減額）
拡張事業費および第５次拡張事業費に係る工事請負費確定による減額
補正

平成２２年度（２０１０年度）彦根市水道事業会計補正予算（第３号）

果結の会例定月２



ひこね市議会だより　　第113号3

条例関係
　条例の制定　＝　いずれも可決

概　　　要件　　　名

本市が直面する厳しい財政状況から、平成２３年度における市長（１０％）、

副市長および教育長（それぞれ５％）の給料月額を削減するもの

市　長　９２５，０００円→８３２，５００円

副市長　７７０，０００円→７３１，５００円

教育長　７０５，０００円→６６９，７５０円

平成２３年度における彦根市長等の給与の特例に関する条例案

本市の伝統的建造物群およびこれと一体をなしてその価値を形成して

いる環境を保存するため、本市の都市計画に伝統的建造物群保存地区

を定めるに当たり、文化財保護法の規定に基づき、制定するもの

彦根市伝統的建造物群保存地区保存条例案

地方自治法に基づき、市立幼稚園における保育終了後の預かり事業に

ついて、使用料（保育料）等を規定するもの

【預かり広場使用料】

園児１人につき１回２００円

彦根市立幼稚園保育料徴収条例案

　条例の改正　＝　いずれも可決
概　　　要件　　　名

企画振興部および市民環境部の分掌事務を改め、水道部と下水道部を

統合し上下水道部とするためなど所要の改正を行うもの
彦根市事務分掌条例の一部を改正する条例案

副市長の定数を２人から１人に改めるもの彦根市副市長定数条例の一部を改正する条例案

人材の確保が難しい看護師等の待遇の改善を図るため、所要の改正を

行うもの
彦根市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例案

納期前納付に係る報奨金を廃止し、併せて普通徴収に係る個人の市民

税、固定資産税、都市計画税および軽自動車税の納期の始期を１日に

するもの

彦根市市税条例等の一部を改正する条例案

後期高齢者医療制度への移行に伴い廃止されることとなった老人保健

医療制度に係る特別会計の設置期間が平成２３年３月３１日をもって終了

するため、本市の当該特別会計を廃止するもの

彦根市特別会計条例の一部を改正する条例案

放課後児童クラブの土曜日の利用を望む声が多くあるため、平成２３年

４月１日から土曜日も開所し、同年７月１日から土曜日の利用に対す

る負担金を徴収するに当たり、負担金額を定める表を改めるもの

彦根市放課後児童クラブ負担金徴収条例の一部を改正する条例案

病院の診療科目を列挙する規定について、現状に合わせて科目を追加

するもの

追加科目：緩和ケア科、病理診断科

彦根市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例案

果結の会例定月２



 ひこね市議会だより　　第113号 4

人事案件　＝　いずれも同意・適当と認める
概　　　要件　　　名

小松　照明（こまつ　てるあき）氏（西今町）＝新任彦根市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて＝同意

堤　　博子（つつみ　ひろこ）氏（船町）

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて＝適当

と認める
深井　惠純（ふかい　えじゅん）氏（田附町）

若杉　一夫（わかすぎ　かずお）氏（平田町）

その他　＝　いずれも可決
概　　　要件　　　名

市の総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本構想を策定する

もの

彦根市総合計画基本構想を定めることにつき議決を求めることについ

て

長期にわたって安定した均衡ある土地利用を確保することを目的とし

て、市の区域における国土利用に関し必要事項を定めるもの

第三次彦根市国土利用計画を定めることにつき議決を求めることにつ

いて

住宅新築資金等貸付金の償還に係る権利を放棄することについて、地

方自治法第９６条第１項第１０号の規定により、議会の議決を求めるもの

住宅新築資金等貸付金の償還に係る権利の放棄につき議決を求めるこ

とについて

市道の整備に伴い、廃止、認定を行うもの　廃止：８路線、認定：３３

路線
市道路線の廃止および認定につき議決を求めることについて

商標権および著作権に基づいて類似イラストを付した商品の製造・販

売等の差止め（禁止）および損害賠償の請求をするもの

「ひこにゃん」の商標権および著作権の管理上必要な訴えの提起等につ

き議決を求めることについて

報告
件　　　名

損害賠償の額の決定について（３件）

議員提出議案（条例関係）　＝　可決
概　　　要件　　　名

議会運営委員会の委員定数を６人から５人に減員するもの彦根市議会委員会条例の一部を改正する条例案

委員会提出議案（条例関係）　＝　可決
概　　　要件　　　名

常任委員会数を現行の４委員会から３委員会に改め、委員定数を各８

人とするもの
彦根市議会委員会条例の一部を改正する条例案

果結の会例定月２



ひこね市議会だより　　第113号5

況状査審の会員委別特算予

　２月定例会では、３月１０日、１１日、１４日および１５日に委員会を開催し、当初予算関係では、平成２３年度一般

会計予算ならびに国民健康保険事業・下水道事業・休日急病診療所事業・農業集落排水事業・介護保険事業・

後期高齢者医療事業の各特別会計予算および病院事業・水道事業の各企業会計予算の計９議案、補正予算関係

では、平成２２年度一般会計補正予算・特別会計補正予算・企業会計補正予算の計８議案の合計１７議案の審査を

行いましたので、その概要をお知らせします。

主
な
質
疑

【
当
初
予
算
関
係
】

（
一
般
会
計
歳
入
）

★
実
質
公
債
費
比
率
の
引
下
げ

を
図
っ
た
こ
と
に
よ
る
公
共
事

業
へ
の
影
響

★
市
税
収
入
・
法
人
税
収
入
の

増
収
見
込
み

★
荒
神
山
自
然
の
家
使
用
料
の

算
定
根
拠

（
一
般
会
計
歳
出
）

「
総
務
」

★
議
員
年
金
給
付
費
負
担
金
の

積
算
の
基
礎
、
荒
神
山
自
然
の

家
の
修
繕
料
の
概
要
、
消
防
救

急
隊
の
人
員
増
の
予
定 

「
市
民
文
教
」

★
環
境
保
全
対
策
費
の
リ
ー
ス

電
気
自
動
車
の
利
活
用
、
子
ど

も
手
当
支
給
事
業
の
概
要
、
生

活
扶
助
費
の
内
訳
、
粗
大
ご
み

処
理
場
費
の
修
繕
料
の
概
要
、

職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
の
内

訳
、
教
育
振
興
費
の
法
内
扶
助

費
、
法
外
扶
助
費
の
内
容
、
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
事
業

の
進
捗
状
況
、
ス
ク
ー
ル
ラ
ン

チ
の
利
用
促
進

「
産
業
建
設
」

★
工
場
等
設
置
奨
励
金
に
よ
る

雇
用
見
込
み
、
城
ま
つ
り
パ
レ
ー

ド
・
彦
根
大
花
火
大
会
等
観
光

振
興
事
業
の
内
容
、
立
花
船
町

線
街
路
事
業
の
進
捗
予
定
、
東

北
関
東
大
震
災
被
災
者
の
受
入

体
制 

「
福
祉
病
院
」

★
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業
の
内

訳
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

事
業
の
利
用
状
況
、
子
ど
も
セ

ン
タ
ー
の
備
品
購
入
費
用
、
子

宮
頸
が
ん
等
予
防
接
種
事
業
の

接
種
状
況

（
特
別
会
計
）

★
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
で
の
一
般
会
計
繰
入
金
の
算

定
根
拠

★
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

で
の
事
業
の
進
捗
状
況
・
水
道

部
と
の
統
合
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

★
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予

算
で
の
要
支
援
者
に
対
す
る
事

業
予
定
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
あ
り
方 

（
企
業
会
計
）

★
市
立
病
院
事
業
会
計
予
算
で

の
看
護
師
等
奨
励
金
の
詳
細
・

看
護
師
手
当
の
内
訳

【
補
正
予
算
関
係
】

★
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

運
営
体
制

★
不
納
欠
損
の
処
理

討　
　

論

　

全
議
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

４
人
、
平
成　

年
度
一
般
会
計

２３

予
算
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算
に
対
す
る
反

対
討
論
１
人

採
決
結
果

　

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決



 ひこね市議会だより　　第113号 6

況状査審の会員委任常

　２月定例会では、３月１６日に福祉病院および産業建設、１７日および２２日に総務、１７日に市民文教の
各常任委員会を開催し、議案の審査を行いましたので、その概要をお知らせします。 

総 務 常 任 委 員 会  福 祉 病 院 常 任 委 員 会  

市 民 文 教 常 任 委 員 会  産 業 建 設 常 任 委 員 会  

 　
条
例
新
設
１
件
、
条
例

改
正
４
件
、
計
画
の
策
定
・

訴
え
の
提
起
に
係
る
議
決

案
件
３
件
の
合
計
８
議
案
 

 ★
副
市
長
１
人
で
の
職
員

へ
の
負
担
、
特
殊
勤
務
手

当
改
正
の
考
え
方
・
改
革

プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
、
前

納
報
奨
金
廃
止
に
向
け
て

の
現
状
把
握
、
ひ
こ
に
ゃ

ん
の
訴
訟
に
至
る
経
過
・

勝
算
　
な
ど
 

 　
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
議
案
に
つ
い
て
賛
成
討

論
１
人
、
市
税
条
例
等
の

一
部
改
正
議
案
に
つ
い
て

反
対
討
論
１
人
 

 　
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
 

 　
条
例
改
正
２
件
 

 ★
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

土
曜
日
開
設
の
利
用
状
況
、

開
設
時
間
お
よ
び
開
設
に

よ
る
人
員
確
保
の
有
無
、

児
童
の
送
迎
が
で
き
な
い

利
用
者
へ
の
対
応
、
指
導

員
の
資
格
の
有
無
　
な
ど
 

 　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負

担
金
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
議
案
に
つ
い
て
賛
成
討
論
、

反
対
討
論
そ
れ
ぞ
れ
１
人
 

 　
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
 

 　
条
例
新
設
２
件
、
条
例

改
正
１
件
の
合
計
３
件
 

 ★
都
市
計
画
区
域
と
準
都

市
計
画
区
域
の
違
い
、
市

長
お
よ
び
教
育
委
員
会
と

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
審

議
会
の
関
係
、
審
議
会
委

員
の
人
選
、
建
物
の
増
改

築
の
市
の
裁
量
 

★
市
立
幼
稚
園
で
の
預
か

り
広
場
と
保
育
の
違
い
、

保
育
料
の
徴
収
方
法
　
な

ど
 

 　
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
 

 　
権
利
の
放
棄
・
市
道
路

線
の
廃
止
お
よ
び
認
定
に

係
る
議
決
案
件
２
件
 

 ★
財
産
か
ら
の
回
収
の
有
無
、

償
還
期
間
お
よ
び
償
還
計

画
 

★
路
線
の
廃
止
お
よ
び
認

定
の
管
理
コ
ス
ト
、
野
田

山
町
に
お
け
る
開
発
帰
属

に
よ
る
市
道
路
線
の
認
定

の
考
え
方
　
な
ど
 

 　
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
 

審
　
　
査
 

審
　
　
査
 

主
な
質
疑
 

主
な
質
疑
 

主
な
質
疑
 

審
　
　
査
 

主
な
質
疑
 

討
　
　
論
 

採
決
結
果
 

採
決
結
果
 

採
決
結
果
 

審
　
　
査
 

討
　
　
論
 

採
決
結
果
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問質表代

問　

彦
根
市
の
南
部
に
位
置

す
る
荒
神
山
一
帯
に
は
古
く

か
ら
多
く
の
神
社
仏
閣
が
点

在
し
地
域
住
民
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
先

ご
ろ
、
荒
神
山
古
墳
が
国
の

史
跡
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
他
に
も
多
く
の
古
墳
群

も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

荒
神
山
運
動
公
園
、
自
然
の

家
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
曽

根
沼
公
園
や
彦
根
梨
園
、
柿

園
等
荒
神
山
周
辺
は
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
宝
の
山
で
あ
る
。

今
後
の
市
の
取
組
み
を
伺
う
。

答　

荒
神
山
古
墳
は
、
古
墳

時
代
前
期
末
に
築
か
れ
た
全

長
１
２
４
ｍ
の
古
墳
で
県
下

第
２
位
の
前
方
後
円
墳
で
あ

る
。
今
後
、
荒
神
山
の
保
存

管
理
計
画
を
策
定
し
活
用
等

の
方
針
を
定
め
て
い
く
が
、

例
え
ば
往
時
の
復
元
図
等
を

作
成
し
当
時
の
姿
が
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
手
法
等
を
検
討
す

る
な
ど
、
観
光
資
源
の
活
用

に
努
め
た
い
。
ま
た
次
年
度

は
、
市
制　

周
年
記
念
事
業

７５

と
し
て
荒
神
山
麓
の
曽
根
沼

干
拓
農
地
を
活
用
し
た
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
。

問　

現
政
権
に
お
け
る
施
策

の
中
で
「
元
気
な
日
本
の
復

活
」
に
向
け
雇
用
政
策
を
重

点
と
し
た
経
済
成
長
戦
略
を

打
ち
出
し
、
地
方
に
お
い
て

も
切
れ
目
な
い
景
気
対
策
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用

の
促
進
対
策
が
求
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
国
の
政

局
の
混
迷
に
よ
る
予
算
関
連

法
案
の
成
立
は
不
透
明
で
あ

り
地
方
自
治
体
へ
の
影
響
も

危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
本
市
の
新
年
度
予
算
編
成

の
市
長
コ
ン
セ
プ
ト
を
伺
う
。

答　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
「
次
世
代
育
成

支
援
対
策
事
業
」お
よ
び「
定

住
自
立
圏
構
想
推
進
事
業
」

を
重
点
と
し
て
取
組
み
、
特

に
昨
年
３
月
に
「
湖
東
定
住

自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
市
は
１
市
４
町
の
中
心
市

と
し
て
圏
域
全
体
を
視
野
に

入
れ
豊
か
で
多
様
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
構
築
に
努
め
先

駆
的
な
取
組
み
を
促
進
し
て

い
く
。
さ
ら
に
地
域
雇
用
創

出
、
経
済
回
復
対
策
事
業
等

に
積
極
的
に
取
組
む
こ
と
と

し
て
い
る
。

更なる財政の健全化に向け取組む

新年度予算案の
市長のコンセプトは

豊かな観光資源の利活用に努める

荒神山一帯を
彦根の観光スポットに

☆306号バイパスの整備促進について

☆彦根市の今後の人口推移について

☆一級河川の改修整備と県の方向性について

☆環境こだわり農業の継続について

☆彦根市の各商店街の課題解決と活性化について

☆本市の地震対策について

▲曽根沼から見た荒神山
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問質表代

問　

県
事
業
と
し
て
計
画
し

て
い
る
国
道
３
０
６
号
バ
イ

パ
ス
道
路
は
、
観
光
彦
根
を

標
榜
す
る
本
市
に
と
っ
て
多

く
の
観
光
客
が
来
彦
さ
れ
る

最
重
要
道
路
で
あ
り
早
期
完

成
が
望
ま
れ
る
。
現
在
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。
次

に
、
新
規
事
業
と
し
て
街
並

み
を
体
現
で
き
る
観
光
の
道

軸
線
を
確
立
す
る
と
し
て

「
さ
ん
ぽ
道
修
景
整
備
事
業
」

を
予
算
化
さ
れ
た
が
、
街
中

を
散
策
す
る
観
光
客
の
期
待

も
大
き
い
と
考
え
る
が
、
事

業
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

答　

平
成　

年
度
の
供
用
開

２８

始
を
目
標
に
、
国
道
３
０
６

号
原
町
交
差
点
か
ら
国
道
８

号
古
沢
交
差
点
ま
で
の
延
長

１
７
０
０
ｍ
で
、
内
ト
ン
ネ

ル
区
間
が
約
１
１
３
５
ｍ
の

計
画
で
、
事
業
費
約　

億
円

４８

で
推
進
中
で
あ
る
。
現
在
、

道
路
設
計
と
地
質
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
次
に
修
景
整

備
は
、
城
下
町
の
町
割
り
を

残
す
「
ま
ち
な
か
」
へ
誘
導

を
図
る
た
め
、
外
馬
場
公
園

か
ら
袋
町
界
隈
へ
の
ル
ー
ト

を
自
然
色
舗
装
等
で
整
備
し
、

町
歩
き
の
回
遊
性
を
高
め
る
。

問　

平
成　

年
度
予
算
編
成

２３

に
あ
た
り
、　

年
度
と
同
様

２２

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
事

業
」
お
よ
び
「
定
住
自
立
圏

構
想
推
進
事
業
」
を
重
点
化

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
方
針

根
拠
に
つ
い
て
見
解
を
求
め

る
。
次
に
、
市
税
収
入
は
景

気
の
回
復
基
調
に
よ
り
、
個

人
・
法
人
と
も
に
大
幅
な
増

額
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、

法
人
市
民
税
は
対
前
年
度
４

億
３
８
８
７
万
円
の
増
で
、

伸
び
率
は　

・
１
％
と
な
っ

４８

て
い
る
。
法
人
市
民
税
収
入

の
積
算
根
拠
に
つ
い
て
問
う
。

答　

重
点
化
の
１
つ
「
次
世

代
育
成
支
援
対
策
事
業
」
は
、

急
速
な
少
子
化
の
進
行
や
家

庭
お
よ
び
地
域
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
を
考
慮
し
、「
定

住
自
立
圏
構
想
推
進
事
業
」

は
、
中
心
市
と
し
て
常
に
圏

域
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
方

針
根
拠
と
し
た
。
次
に
、
法

人
市
民
税
収
入
の
積
算
根
拠

は
、
企
業
収
益
の
改
善
に
よ

り
平
成　

年
度
決
算
見
込
額

２２

が
当
初
予
算
額
約
９
億
１
千

万
円
を
上
回
り
、
約　

億
６

１２

千
万
円
と
な
る
た
め
７
％
程

度
の
増
額
予
算
と
し
た
。

次世代育成と定住自立圏を重点化

平成２３年度の
重点事業は何か？

現在、評価設計と地質調査を実施中

国道３０６号バイパスの
進捗状況は

☆彦根市の福祉政策に関して

☆彦根市立病院の医師・看護師確保について

☆彦根市の観光行政全般について

☆新総合計画に関して

☆彦根市の男女共同参画社会について

☆彦根市防災の課題について

☆彦根市教育の現状と課題について
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問質表代

問　

学
校
敷
地
内
の
教
職
員

の
所
有
車
両
は
、
児
童
生
徒

の
生
命
を
脅
か
す
ば
か
り
か

学
ぶ
権
利
の
侵
害
、
ま
た
、

公
有
地
の
無
償
使
用
等
多
く

の
課
題
が
あ
る
。
公
有
地
の

有
償
化
は
公
有
財
産
の
適
正

管
理
か
ら
緊
急
の
課
題
で
あ

る
。
新
築
工
事
の
進
ん
で
い

る
市
立
東
中
学
校
、
高
宮
小

学
校
、
グ
ラ
ン
ド
用
地
を
拡

げ
る
佐
和
山
小
学
校
等
は
す

ぐ
に
で
も
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
が
必
要
で
あ
る
。
公
有

地
の
対
応
と
併
せ
て
の
対
策

を
問
う
。

答　

学
校
敷
地
内
に
お
け
る

教
職
員
の
駐
車
に
対
し
て
は
、

①
通
学
す
る
児
童
生
徒
の
安

全
②
教
育
活
動
に
支
障
が
な

い
③
有
償
・
無
償
を
含
め
て

公
有
財
産
の
適
正
な
管
理
、

以
上
の
課
題
を
明
確
に
し
、

具
体
的
方
向
を
取
り
ま
と
め

る
対
策
と
し
て
校
内
外
、
他

の
公
有
地
、
進
入
路
の
変
更
、

民
間
駐
車
場
等
の
検
討
を
行

っ
た
が
、
今
後
教
育
委
員
会

で
条
件
、
手
続
を
整
備
す
る
。

公
有
地
の
占
有
使
用
は
原
則

有
償
で
認
識
、
市
全
体
の
対

応
と
同
一
歩
調
で
と
考
え
る
。

校内駐車の課題を明確、具体化する

学校や公有地への
駐車の取組姿勢は

☆平成23年度予算から

☆水道部と下水道部の統合について

☆市民への生活情報発信について

☆生活保護について

☆社会福祉協議会への補助金について

☆地域包括ケアシステムについて

問　

現
在
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
を

め
ぐ
り
原
作
者
と
権
利
紛
争

に
な
っ
て
い
る
。
再
三
の
調

停
の
機
会
を
逃
し
、
地
裁
で

の
仮
処
分
申
立
却
下
や
高
裁

で
の
審
尋
へ
と
進
み
、
ひ
こ

に
ゃ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き

く
傷
つ
き
、
子
ど
も
達
の
純

粋
な
想
い
や
販
売
業
者
に
悪

影
響
で
は
な
い
か
。
最
初
の

調
停
は
判
断
ミ
ス
で
は
な
い

か
。
今
後
、
話
し
合
い
で
解

決
で
き
な
い
の
か
。
本
訴
は

市
長
の
個
人
的
な
思
い
で
は

な
い
か
。
裁
判
で
の
勝
算
は

あ
る
の
か
。
６
人
の
弁
護
団

は
必
要
か
。

答　

最
初
の
調
停
は
商
標
使

用
中
止
や
金
銭
要
求
を
相
手

方
が
取
り
下
げ
た
の
で
応
じ

た
。
決
し
て
甘
い
姿
勢
で
は

な
い
。
ひ
こ
ね
の
よ
い
に
ゃ

ん
こ
商
品
と
の
混
同
で
混
乱

が
起
き
て
お
り
、
話
し
合
い

で
と
い
う
状
況
に
な
い
。
本

訴
は
市
長
の
個
人
的
な
思
い

で
は
な
い
。
今
後
の
裁
判
に

は
勝
算
が
あ
る
。
真
実
を
立

証
す
る
た
め
に
は
そ
れ
な
り

の
弁
護
団
と
費
用
も
必
要
で

あ
り
、
市
に
は
ひ
こ
に
ゃ
ん

の
名
誉
を
守
る
権
利
と
義
務

が
あ
る
。

市はひこにゃんを守る義務がある

ひこにゃんイメージを
傷つけないか
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問質人個

馬
場　

和
子

問　

若
者
の
結
婚
願
望
の
希

薄
化
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

答　

結
婚
を
望
み
な
が
ら
相

手
に
恵
ま
れ
な
い
の
は
残
念

で
あ
り
親
御
さ
ん
も
心
配
を
。

問　

若
者
の
未
婚
化
傾
向
を

止
め
る
手
立
て
を
講
じ
て
は
。

答　

安
定
雇
用
や
子
育
て
環

境
整
備
・
男
女
参
画
の
意
識

改
革
の
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

問　

若
者
の
定
住
を
促
す
具

体
的
方
策
を
考
え
る
べ
き
だ
。

答　

快
適
な
住
環
境
の
提
供
、

充
実
し
た
学
校
教
育
の
推
進

や
各
種
地
域
活
性
化
施
策
の

展
開
が
定
住
に
つ
な
が
る
。

問　

婚
活
支
援
す
る
窓
口
を

設
け
て
人
口
増
を
図
る
べ
き
。

答　

現
段
階
で
市
と
し
て
窓

口
を
設
け
な
い
が
、
関
係
団

体
に
よ
る
出
会
い
の
場
を
設

定
す
る
検
討
は
必
要
で
あ
る
。

夏
川
嘉
一
郎

問　

中
学
校
給
食
実
施
を
定

住
自
立
圏
構
想
内
施
策
と
す

る
中
、
中
央
セ
ン
タ
ー
方
式

で
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
中
と
か
。

当
給
食
に
つ
い
て
は
そ
の
是

非
は
も
ち
ろ
ん
、
中
央
集
中

か
自
校
方
式
か
で
も
市
民
意

見
の
大
き
く
分
れ
る
と
こ
ろ
。

こ
の
種
の
問
題
は
事
前
の
市

民
意
向
調
査
が
不
可
欠
と
考

え
る
。
市
長
見
解
を
問
う
。

答　

中
学
校
給
食
は
私
の
選

挙
公
約
。
ま
た
、
学
校
給
食

法
で
も
義
務
教
育
諸
学
校
の

設
置
者
や
、
地
方
公
共
団
体

に
給
食
普
及
を
促
し
て
い
る
。

そ
れ
故
に
私
は
、
中
学
校
給

食
の
全
校
実
施
を
目
指
す
も

の
。
但
し
、
実
施
形
態
で
あ

る
集
中
方
式
か
自
校
方
式
か

は
各
位
と
の
議
論
の
中
で
決

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

徳
永
ひ
で
子

問　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高

齢
者
に
突
入
し
て
い
く
２
０

２
５
年
に
は
、　

時
間
対
応

２４

の
在
宅
介
護
、
在
宅
看
護
で

き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
学
校
区
に
１
箇
所
設
置
し
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

き
で
は
。

答　

当
面
は
、
一
層
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域

の
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
強

化
を
図
っ
て
い
く
。
今
後
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
て
い
く
た
め
に
も
、

将
来
的
に
は
、
日
常
生
活
圏

域
毎
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
市
内
数
箇
所

に
配
置
し
、
地
域
と
の
連
携

を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
。

成
宮　

祐
二

問　

高
す
ぎ
る
国
保
料
が
支

払
え
ず
、
こ
の
１
年
民
医
連

の
調
査
で　

人
も
死
亡
し
て

７１

い
る
。
彦
根
で
の
例
は
な
い

が
、
国
保
料
の
未
納
者
が

年
々
増
え
て
い
る
。
国
保
会

計
は
、
国
が
負
担
率
を
減
ら

し
て
き
て
か
ら
赤
字
運
営
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
国

の
負
担
増
を
求
め
る
こ
と
や
、

繰
り
入
れ
を
行
う
な
ど
、
国

保
料
を
絶
対
値
上
げ
し
な
い

と
い
う
最
大
限
の
努
力
で
、

市
民
の
健
康
を
守
る
べ
き
だ
。

答　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
は
、
国
保
保
険
者
以
外

の
市
民
に
負
担
を
強
い
る
こ

と
に
繋
が
る
の
で
適
当
で
な

い
。
国
保
料
を
で
き
る
だ
け

抑
制
す
る
た
め
、
医
療
費
の

適
正
化
や
収
納
を
増
や
し
、

国
に
も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

婚活を支援して
人口の増加を図ろう

子育て環境整備や安定雇用等で支援

地域包括ケアシステム
確立のために

支援センターを市内数箇所に配置

中学校給食には
市民の合意が不可欠

学校給食は私の公約、実施は責務

国保料を絶対
値上げしない努力を

医療費の適正化や国への要望強める

はで係関教文民市/院病祉福/務総



ひこね市議会だより　　第113号11

問質人個

田
中　

滋
康

問　

障
が
い
あ
る
高
齢
の
母

と　

歳
近
く
の
子
息
が
、
住

７０
宅
明
渡
し
を
求
め
ら
れ
ス
ロ

ー
プ
あ
る
市
営
住
宅
に
申
込

ま
れ
た
。
入
居
募
集
は
３
回
。

　

戸
に
対
し
て　

名
の
申
込

１１

８２

み
、
中
で
も
障
が
い
者
が
利

用
し
や
す
い
市
営
住
宅
申
込

み
は　

倍
以
上
の
狭
き
門
で

１１

あ
る
。
予
算
を
増
や
し
て
募

集
戸
数
を
増
や
す
計
画
は
。

答　

公
営
住
宅
の
整
備
は
厳

し
い
財
政
事
情
の
中
、
建
替

え
で
は
な
く
建
設
年
度
の
古

い
住
宅
か
ら
順
次
改
善
を
進

め
て
長
寿
命
化
を
図
る
。

　

高
齢
者
住
宅
の
提
供
や
ひ

と
り
親
世
帯
の
優
先
入
居
を

行
い
、
今
後
障
が
い
者
向
け

住
宅
の
検
討
と
予
算
の
確
保

に
努
め
、
住
宅
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
果
す
。

山
田
多
津
子

問　

地
域
要
求
と
実
態
に
即

し
た
移
動
手
段
を
提
供
す
る

こ
と
が
自
治
体
の
責
務
で
あ

る
。
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
は
公

共
交
通
を
補
完
す
る
観
点
か

ら
高
額
で
あ
り
一
律
３
０
０

円
の
定
額
制
と
す
る
こ
と
。

ま
た
日
々
の
買
い
物
や
通
院

に
も
苦
慮
し
て
い
る
旧
市
内

等
の
実
態
を
踏
ま
え
移
動
手

段
確
保
の
為
の
予
算
増
額
が

必
要
で
あ
る
が
見
解
を
問
う
。

答　

持
続
的
に
公
共
交
通
を

維
持
す
る
に
は
利
便
性
の
向

上
と
自
治
体
負
担
軽
減
か
ら
、

低
額
料
金
設
定
は
市
補
助
金

の
増
額
に
な
り
困
難
。
ま
た

適
材
適
所
で
輸
送
実
態
に
応

じ
た
路
線
網
の
実
現
が
必
要

で
、
今
後
地
域
や
利
用
者
な

ど
の
声
も
聞
き
、
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

松
本　

忠
男

問　

挨
拶
、
礼
節
の
現
状
・

指
導
に
つ
い
て
。

答　

言
葉
遣
い
の
未
熟
さ
や
、

挨
拶
・
礼
節
は
不
十
分
な
現

状
が
見
ら
れ
る
。
教
育
活
動

全
体
を
通
じ
て
、
系
統
的
・

発
展
的
な
指
導
を
進
め
る
。

問　

食
事
前
後
に
感
謝
し
て

手
を
合
わ
す
姿
勢
の
現
状
・

指
導
に
つ
い
て
。

答　

教
育
委
員
会
は
手
を
合

わ
す
こ
と
に
つ
い
て
は
指
導

し
て
い
な
い
が
、
食
事
と
作

っ
て
頂
い
た
方
へ
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
食
事
前
後

に
「
い
た
だ
き
ま
す
・
ご
ち

そ
う
さ
ま
」
と
あ
い
さ
つ
す

る
指
導
を
大
切
に
し
て
い
る
。

問　

道
徳
心
の
涵
養
に
つ
い

て
。

答　

年
間　

時
間
の
道
徳
の

３５

時
間
と
全
教
育
活
動
を
通
し

て
、
道
徳
心
の
涵
養
を
図
る
。

辻　

真
理
子

問　

岡
町
神
宮
踏
切
は
交
通

の
難
所
で
あ
る
が
改
善
策
は
。

答　

平
成　

年
か
ら　

年
に

１２

１３

か
け
道
路
の
立
体
化
や
鉄
道

の
立
体
化
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
、
道
路
の
立
体
化
が
妥

当
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た

が
、
総
事
業
費
が
１
０
０
億

円
以
上
と
膨
大
で
あ
る
こ
と

と
周
辺
環
境
へ
の
影
響
も
大

き
く
、
事
業
着
手
は
困
難
で

あ
る
と
判
断
し
た
。

問　

人
身
事
故
が
起
こ
る
前

に
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

神
宮
踏
切
を
通
過
す
る

交
通
量
を
分
散
す
る
た
め
、

平
成　

年
度
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

１７

ク
電
工
前
か
ら
雨
壺
山
に
向

け
た
道
路
を
建
設
し
た
。
今

後
と
も
さ
ら
に
交
通
量
の
分

散
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

挨拶・礼節
感謝・道徳心の現状は

食事への感謝には手を合わせない

予算を増やして
市営住宅の供給増を

障がい者向け住宅予算確保に努める

岡町の神宮踏切の
今後の改善策は

交通量の分散を考え道路計画を検討

移動手段確保のための
予算増額を

利用状況等をみながら協議会で検討

はで係関設建業産/教文民市
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問質人個

八
木　

嘉
之

問　

下
水
道
事
業
費
の
今
後

の
推
移
に
つ
い
て
問
う
。

答　

建
設
事
業
債
の
新
規
発

行
を
抑
制
し
て
お
り
、
当
面

は
現
在
の
事
業
費
ベ
ー
ス
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
。
平
成　
２３

年
度
か
ら
５
年
間
の
社
会
資

本
整
備
計
画
の
中
で
、
可
能

な
限
り
事
業
費
の
増
額
を
図

り
、
未
整
備
地
域
の
早
期
解

消
に
努
め
て
い
く
。

問　

流
域
下
水
道
第
２
幹
線

の
整
備
を
受
け
、
旭
森
学
区

と
高
宮
学
区
の
進
捗
は
。

答　

他
の
未
整
備
地
域
と
の

均
衡
に
配
慮
し
な
が
ら
重
点

的
か
つ
継
続
的
に
進
め
、
新

た
に
着
手
す
る
一
団
の
エ
リ

ア
（
概
ね　

〜　
　

）
に
つ

１５

２０
ｈａ

い
て
は
、
５
年
か
ら
６
年
で

完
成
出
来
る
よ
う
な
計
画
で

進
め
て
い
き
た
い
。

野
村　

郁
雄

問　

河
瀬
に
高
齢
者
が
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
で
交
流
・

健
康
増
進
を
は
か
る
ス
ポ
ー

ツ
広
場
を
熱
望
し
て
お
ら
れ

る
が
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

答　

身
近
に
広
場
が
あ
る
こ

と
は
望
ま
し
い
。
緊
急
性
や

必
要
性
を
考
慮
し
優
先
度
を

考
え
順
次
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

犬
方
町
高
上
に
は
元
桑

畑
の
遊
休
地
が
あ
る
が
、
こ

れ
を
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
活
用

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

ご
提
案
の
高
上
は
私
有

地
で
あ
り
初
め
て
聞
い
た
の

で
、
設
置
の
見
解
を
述
べ
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問　

河
瀬
に
ス
ポ
ー
ツ
広
場

を
実
現
す
る
に
つ
き
考
え
を
。

答　

具
体
的
な
場
所
の
提
案

を
い
た
だ
き
、
充
分
に
受
け

止
め
要
望
と
し
て
た
ま
わ
る
。

細
江　

正
人

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

Ｃ
Ｄ
コ
ー
ス
の
拡
張
を
願
う
。

答　

Ｃ
Ｄ
コ
ー
ス
に
つ
い
て

は
幅
が
狭
く
コ
ー
ス
も
一
部

錯
綜
し
て
い
る
こ
と
か
ら
園

路
な
ど
の
改
修
時
に
併
せ
拡

張
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

雨
を
し
の
げ
る
覆
い
は
。

答　

現
在
覆
い
の
あ
る
休
憩

所
は
な
い
。
要
望
も
あ
る
こ

と
か
ら
公
園
長
寿
命
化
計
画

に
位
置
づ
け
、
都
市
公
園
安

全
・
安
心
対
策
緊
急
総
合
支

援
事
業
に
組
み
入
れ
ら
れ
な

い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

河
川
敷
や
河
口
に
近
い

湖
岸
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
に
整
備
・
利
用
す
る
に
は
。

答　

い
ず
れ
も
県
の
所
管
に

な
り
各
所
の
管
理
事
務
所
で

利
用
申
し
込
み
が
で
き
る
と

県
か
ら
聞
き
及
ん
で
い
る
。

下水道未整備地域の
事業進捗を問う

概ね５年から６年で完成する計画で

荒神山公園グラウンドの
機能向上を

公園長寿命化計画に位置づけ検討

河瀬に健康増進の
スポーツ広場を！

河瀬の広場は受け止め要望で聞く！

☆定住自立圏構想の取組による財源確保に及ぼす
効果は
☆市立病院医師による分娩再開を
☆市内全中学校で給食実施を
☆彦根市の新年度予算について
☆あと5か月、「地デジ難民」を防ぐために
☆預かり広場事業本格実施の取り組みは
☆市民に分かる予算書を作ろう
☆市立病院での入院に関する市民の切ない声
☆高いＣＯ2削減と広域連携を考える
☆住宅リフォーム制度の拡充を
☆小・中学校への空調設備の充実を
☆ＴＰＰ参加の影響は
☆公共施設のマネジメントについて
☆議会事務局の体制について
☆工事中の都市計画道路の早期完成を願って
☆情報通信機器（コンピュータ・パソコン）の利
活用の高度化に向けて
☆安心してかかれる市立病院に
☆指定管理者制度の運用について
☆中学校給食早期実施の方針は
☆市制施行75周年記念事業について
☆伝統的建造物群保存地区条例について
☆まもなく供用開始されます市道彦根口・川瀬馬
場線について

はで係関設建業産

▲荒神山公園グラウンドゴルフ場
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本
委
員
会
で
は
、
米
原
市
東
部
給
食
セ
ン
タ
ー
を
訪

問
し
、
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
設
さ
れ
た
東
部
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
整
備
に
あ
た

っ
て
の
財
政
面
で
の
工
夫
等
が
さ
れ
、
特
に
、
合
併
特

例
債
を
有
効
に
活
用
し
た
こ
と
、
費
用
を
抑
制
す
る
た

め
に
設
備
な
ど
の
一
部
を
リ
サ
イ
ク
ル
活
用
し
た
こ
と
、

ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
抑
制
策
と
し
て
の
オ
ー

ル
電
化
に
よ
る
光
熱
費
の
縮
減
や
自
動
食
洗
機
の
導
入

に
よ
る
人
件
費
の
縮
減
な
ど
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で

し
た
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
を
学
校
給
食
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
開
放
型
の
施
設
と
し
て
、

子
ど
も
達
の
校
外
学
習
の
教
材
と
し
て
、
ま
た
老
人
会

や
そ
の
他
の
団
体
、
ま
た
は
親
子
活
動
と
し
て
の
調
理

体
験
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
お
弁
当
づ
く
り
事
業
な

ど
、
学
校
給
食
に
限
定
せ
ず
広
く
市
民
が
利
活
用
で
き

る
施
設
と
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
の
位
置

付
け
が「
子
ど
も
と
、
そ
の
保
護
者
の
た
め
の
施
設
」か

ら「
市
民
の
ど
な
た
も
が
使
っ
て
い
た
だ
け
る
施
設
」に

シ
フ
ト
す
る
こ
と
の
意
義
の
大
き
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
、
中
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
て
議
論
を

進
め
て
い
く
上
で
、
有
意
義
な
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

２
月　

日
開
催

１８

　

委
員
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
取
組
経
過
に
つ
い
て
お
よ
び
来
期
に
お
け
る
常
任

委
員
会
・
交
渉
会
派
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。
前
回
の
本
委
員
会
に
お
い
て
、
議
会
基
本
条
例
の

骨
子
、
た
た
き
台
を
作
成
す
る
た
め
の
作
業
部
会
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
会
議
で
は
、
会

の
名
称
を
「
議
会
基
本
条
例
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

と
し
、
今
期
内
に
一
定
の
ま
と
め
・
方
向
を
出
す
た
め
、

５
回
に
わ
た
り
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
 
議
会
基
本
条
例
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
取
組
経

過
に
つ
い
て 

は
、
報
告
が
あ
り
、
議
会
基
本
条
例
を

制
定
す
る
た
め
に
は
市
民
の
議
会
に
対
す
る
思
い
を
知

る
必
要
が
あ
り
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
こ
と
と
し

た
こ
と
。
議
員
の
任
期
が
４
月
で
終
わ
る
た
め
取
組
は

ア
ン
ケ
ー
ト
素
案
の
と
り
ま
と
め
ま
で
と
し
、
こ
の
素

案
を
ベ
ー
ス
に
来
期
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
こ
と
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
配
布
数
や
配
布
方
法
は
、
来

期
も
引
き
続
き
協
議
・
検
討
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い
て

は
、
賛
成
・
反
対
の
立
場
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

議
会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な

く
、
条
例
に
基
づ
く
議
会
改
革
が
本
来
の
目
的
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
 
来
期
に
お
け
る
常
任
委
員
会
・
交
渉
会
派
の
あ
り
方

に
つ
い
て 

は
、
来
期
か
ら
議
員
定
数
が　

人
に
減
数

２４

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
や
交
渉
会
派
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
来
期
の
委
員
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

今
期
の
間
に
一
定
の
道
筋
を
つ
け
て
来
期
に
申
し
送
る

べ
き
で
あ
り
、
こ
の
委
員
会
に
お
い
て
検
討
す
べ
き
と

の
議
長
の
方
針
が
確
認
さ
れ
、
協
議
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
意
見
聴
取
の
後
、
採
決
を
行
い
、
常
任

委
員
会
は
３
委
員
会
と
し
、
交
渉
会
派
は
現
状
の
ま
ま

３
人
と
す
る
。
代
表
質
問
は
現
状
の
ま
ま
年
２
回
と
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

京
丹
後
市
議
会
で
は
、
合
併
を
契
機
に
議
会
も
変
わ

る
べ
き
と
の
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
９
月
に
議
会
改
革

１８

特
別
委
員
会
を
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
作
業
部
会
を　

回
、

２０

特
別
委
員
会
を　

回
開
催
さ
れ
、
議
員
研
修
会
や
市
民

３７

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
中
で
活
性
化
の
取
組
と
し
て
議
会

基
本
条
例
を
制
定
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

２０

ま
し
た
。

　

議
会
の
持
つ
チ
ェ
ッ
ク
機
能
、
政
策
立
案
機
能
を
高

め
る
た
め
、
議
会
の
あ
り
方
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
思
い
に
立
っ
た
数
々
の
先
進
的
な
取
組
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

加
西
市
議
会
で
は
、
平
成　

年
２
月
に
任
意
の
委
員

１９

会
で
あ
る
議
会
改
革
委
員
会
を
設
置
さ
れ
、
改
革
に
向

け
て
の
議
論
を
進
め
る
中
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
を

目
的
と
し
て
、
平
成　

年
３
月
に
議
会
改
革
特
別
委
員

２１

会
を
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
研
修
会
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
先
進
地
へ
の
行

政
視
察
を
実
施
さ
れ
、
作
業
部
会
で
具
体
的
に
条
例
制

定
の
た
め
の
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
民
懇
談
会
、　

回
の
委
員
会
と
４
回
の
作
業
部
会

１４

を
重
ね
、
議
会
基
本
条
例
骨

子
案
を
作
成
す
る
な
ど
取
り

組
み
を
進
め
、
平
成　

年
６

２２

月
議
会
で
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
訪
問
し
た
京
丹
後
市
、

加
西
市
は
、
全
国
で
も
有
数

の
議
会
改
革
先
進
都
市
で
あ

り
、
今
後
、
議
会
基
本
条
例

の
制
定
に
向
け
て
議
論
を
進

め
て
い
く
上
で
、
大
変
有
意

義
な
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

告報間中会員委別特革改会議告報察視政行

　

中
学
校
給
食
実
施
の
た
め
の
特
別
委
員
会　

行
政
視
察

平
成　

年
２
月
３
日　

米
原
市　

２３

議 
会 
改 
革 
特 
別 
委 
員 
会 
中 
間 
報 
告 

　

議
会
改
革
特
別
委
員
会　

行
政
視
察

平
成　

年
１
月　

日
・　

日　

２３

１９

２０

京
丹
後
市
・
加
西
市　
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市
議
会
で
は
、
会
派
を
超
え
た
議
員
有
志
に

よ
る
議
会
開
放
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

組
織
し
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
２
月
定
例
会
開

会
日
の
２
月　

日
（
月
）
に
第　

回
議
場
コ
ン

２８

１０

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
コ
ー
ラ
ス
や
ま
び
こ　

名
に
よ
る

２０

女
声
合
唱
で
「
逢
え
て
よ
か
っ
た
ね
」、「
W
e 

a
r
e 
t
h
e 
w
o
r
l
d
」、「
い
の
ち
の
う

た
」
に
加
え
て
、
春
に
ち
な
ん
だ
メ
ド
レ
ー
２

曲
の
歌
声
を
お
聞
き
し
、ア
ン
コ
ー
ル
で
は「
ド

レ
ミ
の
歌
」
を
出
演
者
と
観
客
の
皆
さ
ん
が
一

緒
に
な
っ
て
合
唱
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
場
に
は
、
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
心
の
こ

も
っ
た
歌
声
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
会
議
の
日
程（
予
定
） 

本
会
議
の
日
程（
予
定
） 

本
会
議
の
日
程（
予
定
） 

開
　
　
会
　
６
月
１３
日
（
月
） 

６
月
２０
日
（
月
） 

６
月
２１
日
（
火
） 

個
人
質
問
予
備
日

　
６
月
２２
日
（
水
） 

閉
　
　
会
　
６
月
２９
日
（
水
） 

い
ず
れ
も
９
時
か
ら
開
催
予
定 

個
人
質
問 

委
員
会
の
日
程（
予
定
） 

委
員
会
の
日
程（
予
定
） 

委
員
会
の
日
程（
予
定
） 

予
　
　
算
　
６
月
２３
日
（
木
） 

企
画
総
務
消
防 

福
祉
病
院
教
育 

市
民
産
業
建
設 

     ６
月
２４
日
（
金
）

 ６
月
２７
日
（
月
）

（ （ 

 

　

去
る
３
月　

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

１１

多
く
の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
犠
牲

に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
被
災
さ
れ
た
自
治
体
の
中
に
は
、
彦
根
市
議
会
が
先
進
地
視

察
研
修
で
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
大
変
心
の
痛

む
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
日
本
の
す
ば
ら
し
い
自
然
の
恩
恵
を
享
受
し
つ
つ
も
、

自
然
の
脅
威
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
の
機
会
に
、
改

め
て
自
然
と
の
関
わ
り
と
安
全
・
安
心
な
社
会
の
構
築

の
必
要
性
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
復
興
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

※
ひ
こ
ね
市
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
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トーサンコ場議

日
　
時
 

 場
　
所
 

出
演
者
 

 そ
の
他
 

 

平
成
２３
年
６
月
１３
日（
月
） 

１３
時
か
ら
　
　
 

彦
根
市
議
会
議
場（
市
役
所
５
階
）

公
募
（
３
／
１５
〜
４
／
２５
）
に

よ
る
応
募
者
か
ら
選
考
中
 

詳
細
は
広
報
ひ
こ
ね
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
予
定
 

議
場
コ
ン
サ
ー
ト（
予
定
） 

第１１回
 


